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本節では、はり・柱以外の部材、節点の追加、節点質量、剛床の設定

方法について解説する。 

最初に、ブレースの設定方法について説明する。モデラーでは、次に

示す 4種のブレース形状を用意しており、適宜選択して使用することに

なる。ブレース選択ダイアログはメニューの[設定]→[部材設定用パネ

ル]→[ブレース設定用パネル]を選択することで表示される（図 3-8-1

参照）。ここで、ブレースの割り付けを行う形状を選択し、「OK」ボタン

を押すことによって、そのブレースを設定することを宣言する。 

 
 
ブレース形状の選択は、メニューからのみでなく、ダイアログバーの

メニュー「筋交」を選択することでも設定可能である。図 3-8-2 で示さ

れているブレース型種別を押すと、メニューが表示され、先のブレース

選択ダイアログと同様に、型種別を選択することができる。通常のブレ

ースの設定は立面図を用いて行い、水平ブレースは平面図を用いて行う

ことになる。ブレースの割り付けは、実節点で行うため、先にはりや柱

の割り付けを行い、構造物の全体を構成した後、実行することになる。 

 ブレースの割り付けは、通常ブレースか水平ブレースかによって、割

り付けする図面を選択するところから始まる。選択した図面をアクティ

ブにした後、図面右上の表示が「実節点」と「２節点による設定」にな

っていることを確認する。次に、先に示したブレース形状の選択を行う。

ダイアログバーのメニューで「筋交」ボタンを押し、図 3-8-2 に示す部

材設定領域でブレース型種別を確認もしくは選択する。さらに、図面に

割り付ける要素を選択するために、ダイアログバー中の選択要素番号で、

ブレース要素を選ぶ。ブレースの履歴と両端の節点自由度を考慮して、

この要素選択は慎重に行わなければならない。 

次に、ツールバーB のブレース設定ツールチップをクリック＊1６し、

これからブレースを図面に割り付けることを宣言する。ブレース割り付

けは、全てのブレース形状について、図面上で斜めに上下２点設定で行

3.8 各種部材、節

点、剛床、質量の

設定

3.8.1 ブレースの

設定

図 3-8-1 「ブレースの選択」ダイアログ

図 3-8-2 「筋交」

（ブレース）選択

ダイアログバー
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う。設定終了は、処理終了ツールチップをクリック＊17 するか、Shift+

マウスの左ボタンをクリックする。ブレースの割り付けでは実節点を生

成しておらず、ブレース形状がＶ型あるいは逆Ｖ型の場合、注意が必要

である。例えば、この形状で中間実節点がない場合は斜めブレースと柱

に沿ったブレースが生成される。中間節点がある場合でも、はり中央に

実節点がないと偏ったブレースが生成されてしまう。Ｖ型あるいは逆Ｖ

型のブレースを設置する場合は、はりの分割を偶数にして、はり中央に

節点を設定しておく必要がある。また、ブレース取り付け位置が設計位

置と異なる場合、当該の節点座標は、節点情報リストパネルを用いて変

更されることになる。 
 
  
 せん断部材と免震部材の割り付け方法は同じである。両者とも要素選

択には特に注意を払わなければならない。両要素には曲げ剛性がない場

合が多く、部材両端の節点において曲げ剛性がゼロとなる。この場合、

ソルバーでの釣合式は不安定となり解析できないことになる。これを防

ぐために、この節点の回転自由度を拘束する境界を設定しなければなら

ない。ただし、この部材に接合する部材に曲げ剛性が存在する場合は不

安定とはならないので、回転自由度を拘束する必要はない。 
せん断部材と免震部材の割り付けは、立面図で行い、「実節点」と「２

節点による設定」を使用する。ダイアログバーのメニューで「部材」ボ

タンを押し、選択要素番号でせん断要素かもしくは免震要素を選ぶ。両

要素の履歴と両端の節点自由度を考慮して、この要素選択は慎重に行わ

なければならない。次に、ツールバーBのせん断要素かもしくは免震要

素設定ツールチップをクリック＊18 し、これから選択した部材を図面に

割り付けることを宣言する。両部材の割り付けは、図面上で２点設定を

行う。設定終了は、処理終了ツールチップをクリック＊17するか、Shift+

マウスの左ボタンをクリックする。 
 
 

SPACE では、実節点は、はりと柱を割り付けする際、自動的に生成さ

れる。そのため、ユーザーが実節点を生成することはほとんどない。し

かし、実節点がどうしても必要な場合に備えて、SPACE では容易に実節

点を追加することが可能となっている。追加した節点の座標は、図面上

マウスで指定した位置から計算した座標値を用い、残りの１方向の座標

はその図面が置かれている位置座標を用いる。例えば、平面図では、マ

3.8.2 せん断部材

と免震部材の

設定

3.8.3 節点の追加
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ウス位置の x、y 座標と、その階の z 座標を用いる。図面から正確な節

点座標が設定できない場合は、一端上記の方法で追加した節点座標を、

節点情報リストパネルを用いて変更することになる。また、節点の追加

は、透視図以外の図面で可能である。ここでは、例として平面図で節点

の追加を行う。他の図面でも同様である。 
まず、画面左上の骨組平面図のウインドウをアクティブにし、図面右

上の設定が「2節点による設定」となっていることを確認する。節点を

追加するにはツールバーB 内の節点追加チップ＊19 をクリックし、以後

の処理が節点追加であることを宣言する。次に、マウスを平面図上に移

動し、追加したい場所をクリックし、節点を生成する（図 3-8-3 参照）。 

 

 

図 3-8-3 節点追

加時のモデラー画

面

図 3-8-4 節点情報リストパネルで表示と変更

＊19  
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先に示したように、CAD による節点の追加は任意の座標を設定するこ

とはできない。正確な節点座標は、図 3-8-4 に示すリストダイアログで

設定することになる。設定の方法については、第 3.7.2 節の節点情報リ

ストパネルの項を参照されたい。 

  
 
 本節では、剛床仮定の設定方法を解説する。設定は、剛床に付属する

節点全てに、同一の剛床グループ番号を付けることで行われる。剛床グ

ループ番号は１から連続番号とする。同一剛床グループ番号が付けられ

た節点の水平方向変位とｚ軸の回転量は、その中の代表節点の水平２方

向変位とｚ軸の剛体回転によって計算される。詳細はマニュアル理論編

を参照されたい。 
剛床の割り付けは平面図と立面図どちらでも良いが、平面図がより簡

単に設定可能である。割り付ける図面をアクティブにした後、その図面

処理方法を示す図面右上の表示が「実節点」と「集団による設定」であ

ることを確認する。設定方法は、２節点による設定でも良いが、集団に

よる設定の方がより効果的である。 

まず、ダイアログバーのメニューで「剛床」ボタンを押し、剛床 Gp

番号を連続番号で設定する。ただし、同一剛床は同じ番号とする。演習

では「1」をセットする（図 3-8-5 参照）。次に、にツールバーBの剛床

設定ツールチップ＊20 をクリックし、以後の処理が剛床設定であること

を宣言する。 

3.8.4 剛床の設定

図3-8-5 ダイアログ

バーで剛床設定

「集団による設定」に

選択する 

図 3-8-6 剛床設定

時のモデラー画面

＊20  
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 図面にマウスを移動し、実節点を選択するが、｢集団による設定｣の場

合は、マウスをドラッグしラバーバンドで関連する実節点を囲み選択す

る。また、｢２点による設定｣の場合は、次々と実節点をマウスで指定す

ることによって剛床の設定を行う。その結果が、図 3-8-6 に示される。

設定終了は、処理終了ツールチップをクリック＊17 するか、Shift+マウ

スの左ボタンをクリックする。 

 
 
本節では、動的解析に必要となる節点質量の設定方法を解説する。

SPACE の動的解析は、擬似的な静的解析と実際の動的解析との２段階方

式で数値解析を行っている。そのため、第１段階と第２段階とでは、質

量を変化させて解析が可能となるように、各々の段階に合わせて質量を

設定できるようになっている。SPACE のソルバーでは、節点における集

中質量を重量から換算しているため、ここでは、節点に集中する重量を

設定するものとする。 

質量の割り付けは平面図と立面図どちらでも良いが、平面図がより

簡単に設定可能である。割り付ける図面をアクティブにした後、その図

面処理方法を示す図面右上の表示が「実節点」と「集団による設定」で

あることを確認する。実節点になっていない場合は、ツールバーＡの処

理対象節点切り替えツールチップ＊21 を押して変更する。設定方法は、

２節点による設定でも良いが、集団による設定の方がより効果的である。 

まず、ダイアログバーのメニューで「質量」ボタンを押し、ダイアロ

グバーの内容を変更した後、第１段階の質量（ただし、換算した重量）

と第２段階の質量をセットする（図 3-8-7 参照）。次に、にツールバーB

の質量設定ツールチップ＊22 をクリックし、以後の処理が質量設定であ

ることを宣言する。 

 設定方法は、｢集団による設定｣では、マウスをドラッグして設定する

節点を囲み、質量を設定する。「２点による設定」では、設定する実節

点を一つひとつクリックして、設定を行う。節点終了処理は、処理終了

ツールチップをクリック＊17 するか、Shift+マウスの左ボタンをクリッ

クする。 

演習では、集団による設定を用いて設定しよう。容易に、図 3-8-8 に

示す質量設定時のモデラー表示画面が得られる。 

3.8.5 節点質量の

設定

＊21  
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図 3-8-7  質量設定の

ダイアログバー
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図 3-8-8 質量設定時のモデラー画面 


